
同居家族が濃厚接触者認定を受け、PCR検査等を受ける場合

・学生は担任へその旨を連絡し、自宅待機し登校しないこと

・体調チェック表を毎日入力し報告をすること

・家族のPCR等の検査結果が出た場合は、速やかに担任へ連

絡すること

同居家族が濃厚接触者認定を受け、PCR等の検査を受ける場合

・学生は待機期間終了となり、

登校可能とする

・保健所からの連絡で、学生自身が濃厚

接触者に該当するかどうかが判明する

まで、自宅待機とする

（岡山市は原則同居者は濃厚接触者とする）

学生は待機期間終了となり、登

校可能とする

学生自身が濃厚接触者になった場合の

フローチャートを参照

濃厚接触者に該当する 濃厚接触者に該当しない

家族が陽性 家族が陰性



学生が濃厚接触者に認定された場合

・学生は誰の濃厚接触者に認定されたか、担任に連絡すること

・学生は陽性者が同居でない場合、感染者と最終接触日翌日から7日間が経過するまで、

登校しないこと

・同居家族が陽性となり、学生自身が濃厚接触者となった場合、感染対策を講じた日から

7日間は登校しないこと（岡山市では同居者は原則濃厚接触者とする）

・学生はPCR等の日時が決定した場合、その日時と結果を担任に報告すること

※感染対策とは、日常生活を送る上で可能な範囲での、マスク着用・手洗い・手指消毒の

実施、物資等の共有を避ける、消毒の実施などである

学生が濃厚接触者として保健所から認定された場合

濃厚接触者として待機中に、発熱や呼

吸器症状などの症状が出現

発熱外来を受診

※以下は学生自身が体調不良の場合の

フローチャート参照

感染対策を講じ、無症状で7日間経過

・学生は登校可能とする

・学生は登校可能となった翌日から3日間

は、2回/日（朝・晩）の体調チェック表

を入力すること



学生自身が発熱や咽頭痛などの症状がある場合

・学生は登校せず、担任へ体調不良である旨を伝えること

・岡山県のHPを参考に、自宅近くの発熱外来を探し、電話連絡を

してから、受診すること

学生自身が発熱や咽頭痛などの症状がある場合

受診結果を学校へ報告する

PCR検査等が実施された場合

・学生は症状回復後、登校可能とする

・ただし発熱があった場合、解熱後24時間以上の経過を

経て、登校可能とする

・学生は発熱外来受診時の領収書や明細書の提出する

（提出しないと公欠扱いにならない）

・学生は結果が陰性であった旨を報告する

・学生は症状回復後、登校可能とする

・ただし発熱があった場合、解熱後、解熱後24時間以上の経過

を経て、登校可能とする

・学生は速やかに担任へ陽性で

あった旨を報告する

・学校は発症翌日から10日間は学

生を出席停止とする

・学生は発症日翌日から10日かつ

症状経過72時間経過すれば登校

可能とする

発熱外来を受診し、PCR等の検査がなされず、他

疾患の可能性と診断された場合

・学生はPCR等の結果が出るまで、自宅療養を行うこと

・長期休暇中であっても、担任にPCR等の検査がなされ

たことを報告すること

・学生の担任は、症状出現の2日前までの学内での接触

状況・出席状況を確認すること

PCR陽性 PCR陰性


